
結果の概要  

Ⅰ 医 薬   

平成16年における医薬品最終製品の国内での生産金額は6兆5，253億円、外国からの最終製品の輸入金  

額は8，938億円で、合計金額は7兆4，191億円であった。   

これに対し、国内への出荷金額は7兆3，148億円、外国への輸出金額は1，270億円であった。一方12月  

末現在における在庫金額は、4，544億円であり、国内出荷金額の23日分に相当する。  

1．医薬品の生産状況   

（1）平成16年における医薬品最終製品の生産金額は6兆5，253億円で前年の6兆5，331億円と比較す   

ると、78億円（0．1％）の減少となっている。過去10年の推移をみると、平成7年は7．3％と順調な   

伸びを示したが、8年には1．1％のマイナス成長となった。9年は0．8％と横ばいであり、10年は   

5．0％の減少、11年は7．7％の増加と非常に大きく変動した。12年は再び1．7％の減少、13年は5．2％   

の増加、14年は0．2％の減少、15年は0．7％の増加と増減を繰り返し、16年は0．1％の減少なった。   

このように、薬価基準改定が実施された年は、生産金額がマイナス成長若しくは低い成長となっ   
ている。〕なお、薬価基準改定は、薬剤費ベースで平成7年以降では、平成8年（－6．8％）、9年（【   

生4％、この他消費税対応分十1．4％））、10年ト9．7％）、12年（－7．0％）、14年（－6．3％）、16年   

（叫∫4．2％）に実施されている。  

これを用途区分別生産金額でみると医療用医薬品が5兆8，373億円で全体の89，5％を占め、その   

他の医薬品の生産金額は6，880億円で10．5％を占めている。  

（2）最近10年の医薬品生産金額の推移は、第1表に示すとおりである。  

（ニう）医薬品薬効大分類別生産金額は第2表のほか各表に示すとおりであり、上位10分類で4兆8，549   

億円、74．4％を占めている。  

（4）年間250億円以上の医薬品薬効q一分類別生産金額は第3表に示すとおりである。このうち、第1   

位の血圧降下剤の生産金額は4，816億円であり、医薬品総生産額に占める構成割合は7．4％であり、   

前年比で9．5％増加した。  

平成16年における医薬品薬効大分類別生産金額上位10分類の平成7年から平成16年までの10年   

間の推移は第4表に示すとおりである。  
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